
NO 実施館 事業名 期間・回数 参加者数 事業内容 主な講師等

1 柳沢
中学生・高校生対象講座
Ｋ－ＰＯＰをカッコよく踊ろ
う！

令和３年８月11日から
令和４年１月５日
水曜日
４時15分から６時15分
全10回

延べ60人

Ｋ-ＰＯＰ最新人気曲の振付やフォー
メーション、よりカッコよく見えるダ
ンスムーブメントの技術向上をめざし
たダンス指導、グループ自主練習体
験、設営準備片付けも体験するミニ発
表会、児童養護施設秋祭り出演ほか。

六反田菜都実（T.T彩たまオ
フィシャルチームダンサー）

2 田無
田無つながるプロジェクト
ワクワクをつなげよう田無公民
館の未来予想図

令和３年10月17日
12月19日
令和４年１月16日
日曜日
10時から12時
全３回

延べ41人

グループワーク等を行いながら、令和
４年４月に再開する田無公民館のロ
ビーが地域の居場所となるようにどの
ように活用していくか、話し合った。

髙井 正（立教大学特任准教
授、西東京市公民館運営審議
会委員）

3 芝久保 第38回芝久保公民館まつり

11月27日（土曜日）
９時30分から16時
11月28日（日曜日）
９時30分から15時

延べ396人

実行委員形式で企画実施。
公民館利用団体の発表の場、地域住民
の交流の場として開催。
発表５団体、展示12団体の計17団体が
参加。

4 谷戸

老いは誰にでも訪れる！
すぐに役立つ「認知症の予防と
改善」

令和３年10月６日から
令和４年１月12日
水曜日
10時から12時
全４回

延べ84人

認知症の種類、特徴、自分で出来る認
知症対策(脳の老化を防ぐ食習慣とレシ
ピ、予防につながる生活等）を学ん
だ。

竹内孝仁（一般社団法人日本
自立支援介護・パワーリハビ
リテーション学会会長）
石井孝行（緑町包括支援セン
ター職員）
吉田朋子（管理栄養士、介護
食士）
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5 谷戸
地域防災講座
Jr.防災リーダー養成講座

令和３年12月４日
12月18日
令和４年１月８日
土曜日
14時から16時30分
全３回

延べ15人

小学生から大学生までの参加者が、西
東京市で起こり得る災害とそのリス
ク、避難所と避難場所の違いやそこで
の伝達法と要配慮者へのサポート方
法、家族バラバラの時の連絡方法等に
ついて意見交換しながら学んだ。講座
終了後、学んだ事を模造紙に取りまと
め、谷戸公民館ロビーに掲示した。

小野修平（ジョージ防災研究
所代表）

6 谷戸

芸術講座
平和と美術―「いわさきちひ
ろ」

１月22日
１月29日
土曜日
14時から16時
全２回

延べ34人

「いわさきちひろ」が影響を受けた作
品をはじめとした戦争下での絵本の歴
史をたどり、子どもの本と平和の大切
さについて考える機会となった。
絵本画家「いわさきちひろ」の人生を
たどり、作品を通して「平和」への願
いを込めて描いた作品について学ぶこ
とができた。

原島 恵（ちひろ美術館主任
学芸員）

7 保谷駅前
人権講座
子どもの権利を考える

11月21日
11月28日
12月５日
日曜日
10時から12時
全３回

延べ29人

西東京市子ども条例を大学生や子ども
たちが楽しく学習することができた。
子ども目線でまちを見つめ直しマップ
にすることで、子どもにとって優しい
まちづくりの提案につなげることがで
きた。

野村武司（西東京市代表子ど
もの権利擁護委員、東京経済
大学教授、弁護士）

8 保谷駅前
クラフト講座
布と仲良しになろう　つまみ細
工編

令和３年12日15日から
令和４年１月12日
水曜日
14時から16時
全４回

延べ72人

日本伝統工芸の一つである「つまみ細
工」の技術を学ぶことができた。
公民館の利用をしたことのない市民
が、手仕事を通じて仲間をつくり公民
館活動に参加するきっかけにすること
ができた。

松本智子 （つまみ細工普及
協会公認講師）



9 保谷駅前
高齢者対象講座
私だけの人生ノートづくり

１月20日
１月27日
２月３日
木曜日
14時から16時
全３回

延べ91人

「自身の死」という具体的な課題につ
いて、参加者同士で語り合うことで、
今までのタブーや暗いイメージを変え
るきっかけとすることができた。

安岡厚子（NPO法人サポート
ハウス年輪理事長）
上野千鶴子（東京大学名誉教
授、社会学者、NPO法人ウィ
メンズアクションネットワー
ク理事長）、

10 保谷駅前
地域講座
瞽女（ごぜ）唄が聞こえる

２月24日（木曜日）
①11時から12時
②14時から15時
２回

延べ30人

保谷市史編纂委員会が編集出版した
「下保谷の民俗」の中にある「毎年３
月ごろ瞽女が下保谷に来ていた」とい
う記述をもとに、地域の歴史を追体験
するために、旧高橋家の母屋を会場に
して講師による瞽女唄と講話を聞い
た。

小関敦子（越後瞽女唄継承
者）


